
国際シンポジウム「地域研究と社会諸科学Jの開催について

t':!J己間際シンポジウムが下記により開催された。

J己
I. Jl1l間 昭和6 2年1in 9日｛月）～lJJl 12日（木）
2. 会 脇 本学 34 0 1番教室
3 . 参加者 内外wへい者OJiJtl＇.＼）， 内外研究者 ，

本学学生 ． ジャーナリスト 等

(1)外国人招へい者〈順不同）
エドワード ・ T ・ ホール（米）ノースウエ スタ ン 大

学名答教授
ミルドレッド・R・ ホール（米）エ ドワー ド・ T ・ ホ

ール研究室研究民
チャ）1/7ーズ ・ジョンソン （米）カリ フォルニア大学

ノぜークレー校教綬
シー ラ ・K . ジョンソン〈米〉評論家・＼！.｝評家
ジョン・ D・レッグ （妥）モナッシュ大学名誉

教授
J・A·A・ ストックウィン（英）オックスフォード大

学教授兼同大学ニッ
サン 日本研究センタ
ー 所長

金 日 !111 （斡）釜山大学教俊�It同大
学 日本研究センタ一
所長

K · V・ケサヴァン （印）ジャ ワハノレラーノレ・
ネーノレ大学教俊�ft同
大学東南アジア研究
センタ一所長

クロード・ カダール （仏）フランス 国立中央科
学研究院国際関係研
究調査センター 中国
．緩東部長

チェン・インシアン （仏）向 上級研究員

(2) 園内沼へい者（順不同）
rt-1恨 千枝 ＊京大学名主主教俊
石井 米雄 京船大学教侵兼同大学東南アジア研究

センタ一所長
山崎 正和 大阪大学教授
mm oar1 国際大学教授兼同大学中東研究所長
小口1 災直fl 段応義塾大学教授兼岡大学地域研究セ

ンタ一所長
板忠 雄三 東京大学東洋文化研究所教授
米山 俊也 京都大学教授
片倉もと乙 国立民主主学問物館教授
侮津 和郎 大阪外国語大学教授

加賀谷 寛 大阪外国語大学教授
宇野 重昭 成際大学教授
行貿 貞 一橋大学教授
絵本 三郎 慶応義盤大学教俊
飯田 経夫 名古屋大学教授兼同大学経済学部長
渡辺 利夫 筑波大学教授
猪口 孝 東京大学東洋文化研究所助教俊
中村 光男 千葉大学教授

(3）実行委貝会（学内関係者）
（委日）中嶋儲雄（委員長）， 山之内崎（副委員長）．

小波 充（副委員長），二宮宏之 ， 田中忠治 ．
中村平治 ． 新田 実 ， 国中 治男 ． 清水 透 ．
上村忠男

（顧問）長 幸 男（学長）， 梅田博之（アジア・アフリ カ
言語文化研究所長）， 宮川 透（地場研策却移E
科長〉， 千野栄一（外国語学研究科長），小湾
重男（図曾館長）， 金丸邦三（学生部長）．
長谷川善一（事務局長）

4 . 日 程
・ l l月9日（月）：池袋 サンシャイン 6 0 ピル，59階トリ

アノン ． 桜の間
16 : 00 ～ 17  : 00 受付
17: 30 ～19: 30 歓迎レセプション

・ 1 1月JO日（火）：東京外国語大学（ 34 01教室）
JO: 00 ～JO: 30 開会式

開会の辞 中嶋鎖雄 （実行委貝長）
後 拶 長 幸 男（東外大学長）
来賓挨拶 植木 浩（文部省学術国際局長）

JO: 30 ～13: 00 第 lセッション
「なぜいま地域研究か？J

報告者：ジョン ・D・レッグ（オー ストラリ ア）
小浪 充 （東外大）

11 . 20～JI . 30 一一コーヒー・ プレイク一一
ディスカッサント：クロー ド・カダ－；レ（フランス〕

清水 透 （東外大）
座 長：新問 実（東外大）

14 : 30 ～17: 00 第 2セッション
「地域研究と社会科学J

報告者：チャルマーズ・ ジョンソン（アメリ カ）
山之内 精（東外大）

15: 20 ～15 : 30 一一コーヒー ・ プレイク一一
デfイスカッ サント：チェン ・インシアン（フラ ンス）

上村 忠男（東外大）
座 長：問中 治男（東外大）
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・11月11日（水）：東京外国語大学（ 34 01教室）
1 0: 00～12 : 30 第 3 セyション ｜ 国際作会の諸関係がきわめて多方面に展開されつつ

「地域研究と文化人類学j ｜ ある吋柳下で，それぞれの集団や民族が国家 として ，
報告者：エドワード・T・ ホーノレ （アメリカ） ｜ あるしPは国家の枠を超えてかかえている問題群を内在

中村 光男（千葉大） ｜ 的IC,地域研究（Area Studies ）の重要性が様々なか
IO: 5 0～11 : 00 －ーコーヒー・プレイク一一 ｜ たちで唱えられている昨今であるだけに，今回の国際

ディスカッサン ト：シーラ・ K・ ジョンソン ｜ シン ポジウムは，数多くの教訓を私たちに与えてくれ
（アメリカ） ｜ た。 ζのような国際 シン ポジウムは ， 本学11:とっても

川m II阪造（東外大AA研） ｜ 初めての試みであったが ， 学際的な総合科学としての
座 長：二宮 宏之 （東外大） ｜ 地域研究の発展が従来の学問研究 ， とくに既成の社会

1 4  : 30～17 00 第4セッション ｜ 諸科学iζたいする挑戦となっているのでははいかとの
「現代史におけるアジア地域研究」 ｜ 問いかけを前提とした乙のような国際シン ポジウムは．

報告者：K・ V・ケサヴァン （イン ド ） ｜ わが国でも初めてのものであったといえよう。
中村 平治（東外大AA研） ｜ 幸いにして今回のシン ポジウムは，本学の長幸男学

15 2 0～15 30 一一コーヒー・ブレイク一一 ｜ 長以下． 関連教官や本学事務関係諸氏の御協力， 文部
ディスカッサン ト：クロード・カダーノレ（フラン ス） I 省学術国際局をはじめとする資金援助， それに裏方を

石井 米雄 （京 大） ｜ 担ってくれた学生諸君の献身的な努力のおかげで，延
座 長：問中 忠治（東外大） l べ五百名前後の出席者を得て盛会であった。

・11月12 日（木） 東京外国語大学（ 34 01 教室） ｜ 討論の流れは， 当然の乙とながら，地域研究とは何
JO: OD～13: 00 第5セッ ション ｜ かを模索する議論を底流iζしながらも ， 大別して二つ

「日本および東アジア地級研究」 ｜ の方向にわったといえようe その一つは， 地域研究の
報告者：］ ·A· A・ストッ クウィン（イギリス ） ｜ 教育・研究のあり方やディシプリン と地域研究の関係，

金 日 同l（韓 国） ｜ 国際関係論と地域研究の関係さらには地域研究にとっ
宮川 透（東外大） ｜ ての外国語学習のあり方などの方法論的な議論であり ，
中嶋 綴雄 （東外大） ｜ 他の一つは ，対象地域を分析する基本視座を固有の文

11 : 40～11 : 5 0一一コーヒー・プレイク一一 ｜ 化的特性に求めるべきか， より普遍的な社会 の制度
ディスカッサント：中根 千枝（東大名誉教授） I (Institution) IL求めるべきかといった討論でーあった。

山崎 正和（大阪大） ｜ とうした諸点をめぐって議論はときにはまっ乙 うか
座 長．長 幸 男（東外大〉 ｜ ら対立し ，ときには共鳴しながら展開されたが ， いず

1 4  : 30～16: 40 第6 セッ ション ｜ れも知的な刺激に富むものであった。 内外の第一 線の
「総括パネル・ ディスカッション J I 研究者の白熱した討論を傍聴した参加者 ，院生 ， 学生

パネリスト ：ミルド レッ ド ・R・ ホーノレ（アメリカ） ｜ 諸君には，多くの指針を与えた乙 とであろう。
飯田 経夫（名 大） ｜ 今日十地域研究の重要性はさらに大きくなりつつあ
米山 俊直（京 大） ｜ り，今回の国際シン ポジウムでは，言語を基礎とし，
猪口 孝（東 大） ｜社会諸科学（ディシプリ ン ）を学際的もしくは個別重

15: 30～15 : 40一一コーヒー・プレイク一一 ｜ 点的に導入する総合科学としての地域研究の位置づけ
渡辺 利夫（筑波大） ｜ がかなり明確になされた乙 とは， きわめて大きな収穣
黒田 徳郎（国際大〕 ｜ であった。

座 長：チャJレマーズ・ ジョン ソン （アメリカ）
中嶋 街雄 （東外大） ｜ （共通講座・ 国際関係論 中附雄教授）

1 6: 40～16: 50 閉 会 式
閉会の辞 小浪 充 （実行副委員長）

1 7  : 00～19: 00 送別懇親会（4号館 6 階大会議室）

守主？ト1-\) I��片方弘ub2.�：�I)


